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「子ども相談レター」の配布について 

１ 概  要 

現在、子どもが自ら相談できる手段として、「親子の相談LINE」や「虐待対応ダイヤル

189」などがありますが、こうしたSNSや電話での相談手段を利用しづらい子どもたちが、

いつでも相談することができるよう、小中学生を対象に「子ども相談レター」を配布し、

子どもが自ら相談できる機会の拡充を図ります。 

 

２ 使用方法 

  子どもが、専用の手紙に相談等を書き、郵便ポストに投函し、こども家庭センターに

伝える。（切手不要） 

  

３ 対 象 者  市内在住の小中学生 

 

４ 配 布 日  令和8年7月15日以降 

 

５ 配布方法・配架場所    

各小中学校を通じて児童・生徒1人につき1枚を配布します。また、困った時にいつで

も相談レターを手にできるよう、地区センター、図書館等の公共施設にも配架します。  

 

６ 相談レターの取扱い 

・市に届いたレターは、こども家庭センターの職員が内容を確認し、プライバシーの 

保護に十分配慮して対応します。 

・子どもの意思を尊重した上で、こども家庭センターの職員が学校や家庭、医療・福祉

等の関係機関と連携し子どもと面談等を行います。 

 ・命に関わる緊急性や重大な虐待の疑いがある場合は、児童福祉法等に基づき関係機関

へ必要な情報提供を行うことがあります。 

 

７ 子どもの相談レター  別紙のとおり 

 

 

所 属 大垣市 こども未来部 子育て支援課 

担 当 課長：宮内、高嶋 主幹：内山 

連絡先 0584-47-7092（直通） 
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８ 夏季休業期間中の見守り支援事業 

⑴ 趣  旨 

登校の機会がなくなり、見守りや食事機会確保の懸念が高まる夏季休業期間中に、 

こども家庭センターの職員がお米やレトルト食品などをお届けしながら家庭の様子

を確認し、寄り添った支援を行う。 

⑵ 対  象 

子どもの養育に不安や課題を抱える家庭として、市で継続的な見守りを行っている

世帯 

⑶ 世帯数等   

約30世帯（児童数約60人） 
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